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冬の北アの気象
大 井 正 ＿＊

　　　　　　　　　ま　え　が　き

　これはアルムクラブの極地法訓練に気象およびカメラ

係として随行した時の経験で，冬山の気象を知りたい方

々の参考となれば幸である．この山行の詳細は文献〔1〕

及〔2〕に既に示されているので，ここには気象に関する

ことのみを述べる．吾々の行動は第1図の如くである．

天気図は吾々が実際に判断に用いたラジオ天気図とは違

うが第2図に示してある．パーティーは14名で第1，2

隊を登頂隊，第3，4隊をサポート隊どした．又時間の

都合で先発隊，本隊，後発隊の三つに分けたがこの区分

は前の区分とは全く別である．隊員名，装備は省略する

1・　12月28日　晴後雪先発5名は大町よりハイヤーで丸

山小屋に70貫の荷を集結，内25貫は1400mのデポ地点に

上げた．

が2日前にここ迄ハイヤーで来られた事を考えると積雪

の早さは驚く程である．此の日同行された北村君は昨年

8月4日前穂4峰バットレスL字状洞穴より墜死され，

本橋君は本シンポジウムに出席後6月23日に三峠中央フ

ェース8寸バンドより墜死された．何れもラジオ天気図

を書いて居られた．哀悼の意を表したい．又近くの天狗

尾根では寒冷前線の通過直前に攣習院の鈴木弘二君等4

名が雪崩で遭難，前日午後には専大の某君が凍死した．

これについては後述する．夜は突風が高い地ふぶきを起

し，東の空には月が覗いた．

4・12月51日　22痔45分のラジオ天気図で今日も吹雪の

覚屠で9名で3時に起床出発，オーバーシューズにワカ

ンを裏返しにアイゼンをつける．急なルンゼにバケツを
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　第1図　行動表　文字は個人名を記号で表わしたもの
　　　　　でその個人名は省略するが筆者はDで爵、る

2．12月29日　雪急に雪が降り積って腰までのラッセ

ルとなりデポに荷を運んだ．私は本隊について離京．

5．12月30日　大町では雪が無かったが，源汲に入る手

前の橋で雪のためバスが転覆した．源汲で始めて9時5

分のラジオ天気図を書いた．気温一3。C，寒冷前線通過

時だと思ったが，実は遅れたらしい．地上等圧線の走行

は北西で気圧傾度は相当大きい．このとき鹿島槍は1000

m位迄濃い暗い雲の中にあるが，大町方面は晴れて日が

当って居り，太陽はぼんやり高層雲状に見え，雪がチラ

っいていた．11時頃鹿島の狩野氏宅で昼食をする頃に稀

に見る大雪となった．恐らくこの時が寒冷前線の通過

で，天気図による推定より5時間位遅れたのではなかろ

うか．ここでスキーをはきBH丸山小屋に着く．先発隊
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＊気象庁高層課

　　　　　　第2図　700mb及地上天気図

掘って登り東尾根に取りついた．7時頃石楠花帯のデポ

に着き掘り出す．朝日が一寸出てすぐ雲の庇に入る．こ

れは冬の北アで常に経験する庇状の吹越し雲である．ブ

ナ帯で昼食，ブナ帯を出ると薮と潅木の雪陵となり，小

雪を交えた寒風が左側から吹いている．大体後立山の稜

線が西風を遮っているので，此の辺では上層風が西の時

は風は大したことはない．雪は腰迄になり，潅木に積っ

た雪は痩尾根を更に不安定にする．北村君が八貫余の荷

を背負ったままスリップ「したが，自然停止した．11時半

頃2003m△に出てC　Iと「して蒲鉾とウィンパー各一を張

り，倉庫として雪洞を掘った．気温は15時一8。C，16

時一7。C，18時一6。C，19時一6。C，　テント内は17時

0。C，19時13．8◎C，22時45分のラジオ天気図は気圧傾

度が弛んで来たが，やはり西高東低だから，明日も吹雪
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冬の北アの気象

と予報した．

5．　1月1日　目がさめると雪に押されて起きられな
い
．
夜 中に1m位積った．C　Iの雪洞掘り，第1岩峰ザ

イルエ作，BH逆ボッカのため私1人だけがC　Iに残っ

た．視程100m位で風上の長ザク尾根が時々かすかに見

えるだけで，天狗尾根は全く見えなかった・しかし下界は

晴れて日が当っているのが見えた．第1岩峰のクロアー

ルは長さが100m位の岩場で，胸迄のラッセルで第1隊

は乾燥雪崩を浴びながら30mナイロシザイル2本をフィ

ックスし，その下に第2隊の作った雪洞CHに泊った．

6．　1月2日　22時45分の天気図はやはり西高東低で傾

度は再び強まった．第3隊の私どもはCIに移るべく猛

吹雪の中を出発した．卵の殻を重ねたような雪積，ナイ

フリッジ，木の梢に雪が積ってスノ…ブリッジとなった

ところ，等があり，左から猛烈な地ふぶきを受け，呼吸

は苦しく，頼まで着氷し，眉毛は氷柱となった．腰迄も

ある深いラッセルのお陰でさ程不安ではないが，地ふぶ

きはこの溝の中迄侵入して坐って見ても防ぐ術はなかっ

た．C　Hに泊った第1隊は今暁雪崩の響きで雪洞が潰

れ，雪まみれで退却して来たのでそれと合流C　Iに戻っ

た．第1隊はBHに下り，第4隊がC　Iに入った．日没

後に風が尾根の右側から吹くようになった．すなわち北

分を増したことになるが，そう思った時には雪煙は晴れ

雲も切れ始めていた．ここで注意すべきは16時5分のラ

ジオ天気図では未だ気圧傾度が弛んでいないことで，天

気図からは予報出来なかったことである．22時45分のラ

ジオ天気図でも未だ移動高にはなっていない．ただ私は

ベンチレーターから満天の星を望み，明日の好天を予報

すると云う始末であった．第2図の3日0時の天気図を

見ると700mbも地上も風向が北になっているのでこの

風が変ったことが山では唯一の手がかりのように思われ

る．これは毎年のことである．

7．　1月5日　5時頃目をさますと珍らしく吹雪の音は

聞えず森と静まり返っている．外に出て見ると東の空は

薄明となり，浅間，八ケ岳，南ア，富士が黒い波頭をも

たげ，下界は月の世界のように見える．頭一上には東尾根

が桜貝のように真紅に染まって頭上にのしかからんばか

りに聾えている．気温一10。Cで意外に温いのは逆転の

ためか，テントの周囲に出来たスカブラや雪庇の方向は

今迄と反対になっている．日が昇るにつれて下界は濃い

燗霧層となり，大空には一点の上層雲も認められなかっ

た．これは天気図では未だはっきりとは判らないが，移

動高であると判断して，今日一日の快晴を予報したので

ある．この快晴を利用して第2隊は北峰を征服し，吊尾

根を伝って南峰をも征服して16時にCIに戻った．正午

前から西方に羽毛状の毛巻雲が出て来た．これは遥か遠

く名瀬附近に発生した台湾笏主からの手紙であったの

だ．第3，4隊は虫干しをやり，又6時間もかかって4

人用の立派な雪洞を作った．12時一7．5。C夕日は5人の
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学生を呑んだ天狗尾根をバラ色に染め，物皆パリパリ

と凍り始める．20時頃になっても未だ空はよく晴れて居

り，三日月が東尾根を悦々と照らし，下界の燈火も美し

かった．22時45分のラジオ天気図で始めて台湾坊主の接

近を知った．冬富士の大雪崩の天気図とよく似ていた．

温暖前線の到着は明日の12時で，その頃から雪が降り出

し，次第に西高東低に移行すると予報した．この時濃巻

雲が出始めていた．

8．　1月4日　朝一7．5。C高曇りで南アと富士は雲に隠

れ，八ケ岳，頚城山塊は未だ出ている．第1，3・4隊

は第二次登頂に成功，第2隊はBHに下る．雪が繋って

いるのでアイゼンのみで出発，三ノ沢にはクレバスが11

ケ数えられた．11時頃東方から著しい波状層積雲が押し

寄せて来て，下界の視程は良くなり大町がはっきり見え

た．私共が第一岩峰を登った12時に雪となり，波状層積雲

は雪で見えなくなった．私はアイゼンをつけて氷の張り

つめたクロアールを下降中スリッゾして宙釣りの巻を演

じた．ナイロンザイルは凍らずに軟かいがよく滑るので

手首に巻いていたので事なきを得た．C　Iに戻り徹収に

かかる．14時頃から吹雪は少し烈しくなったが大したも

のではなかった．19時頃BHに着いた．此の夜は皆疲れ

ていたため22時45分の天気図を書いた私は寝る場所がな

くなり，土間に火を起して居睡りをした．3時頃に気が

っくと空は良く晴れて，高積雲が2位あり，三日月が昼

のように明るく，東尾根，天狗尾根が双耳峰のように真

白く輝いていた．

9．　1月5日　朝から小雪で今暁の名月は夢のように思

われる．恐らくはニツ玉の間の発散域になって一時的に

晴れたのであろう．此の後西高東低に移行し，幾つかの

遭難を起して10日迄吹雪が続いた．

10．学習院と専大其の他の遭難

　学習院のパーティーのうち3名は東尾根5名は天狗尾

根を登ったが，24日には雪が無く，秋山の状態だったと

いう．27日デポを作り，天狗ノ鼻にC　Iを張った・28日は

風雪で終日除雪，29日も同様で専大の4名は徹収したが

1850mのBCに着くことが出来ず1名凍死した．この時

撮影された映画には忽ちテントを埋める猛吹雪や，胸迄

のラッセルをする専大隊が描出され，誠に貴重な資料で

ある．30日吹雪が幾分衰えたので鈴木君達4名がデポを

取りに下り，行方不明となった．150万円を費した十次

にわたる大捜索の結果8月6日と12日にマカリ沢S時状

部より発見された．4名は天狗の鼻より雪庇に接近して

乾燥新雪雪崩を起し，第一クロアールに落下したものら

しく，落下した高度差は800mと見積られた．鈴木君は

お父さんがラジオゾンデの真空管を作ったり・南方の気

i象隊に居られた影響からか，物理学科で山の気象を研究

し始めて居り，出発直前に来訪され，お茶ノ水で別れた

のが最後になった．哀悼の意を表したい．

　猶1月4日夜奥叉白A沢で6名が雪崩に逢い2名死亡
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60 冬の北アの気象

5名負傷・1月7日これを救援していた8名が松高ルン

ゼで雪崩に逢い2名死亡，1月4日鋸岳熊穴沢で雪崩の
ため1名死亡1名負傷，1月6～10日前穂北尾根第3峰
で3名遭難重い凍傷を受けている．

一＿一｝一一一●、

3000皿
、 ，一　一100C

295（油

『　　　，　　”

Te皿Pemture　of　700血b　level　　　　　　　　　　　，一一卿一、一．、　　　　　　一一’

　　　　　　　　，”　　　　　　　　　　　、」．－’
　　　　　　　　一’

一15。C

獅
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　プ　　隔　　隔　　　　　　　　　　　　　　　　　’￥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　幅　し、’

　　’軸　　、　　辱　　、．　ノ GOC

尋 Altitudeof7c¢艶bleve1

3㎞く　　、／

　ズ　　、／

2㎞　、　　、ご

　　　　　19うトう6　w層1猷
》　r　《　（L　し　L　し　匹　肱遭吐　膨　乾　女　《　て

　　　　　　　　　　　難〉　尤てぐ1く》レ　レし　L》　L　（L　《　て
v　戸　（　く　ζ　レ　レ　レ　㌧　L　し　し　欠　久　友　～

斤　3㎞

か
ρ
2
㎞
，

　（　　　　　　　＿　～　　～　　〈　　女　　L　　L　　L　　欠　　L　　L　　L　　巴、　ζ
　ノ　　　、／

・㎞ハン　￥　、　く　々　〈　〈　乱　女　突　ζ　く　欠　L　レ　く

　く　」　／　1　～　く　く　〈　く　ぐ　ぐ　を　く　兵　L　〉　く

　＞ノ　ノ　「　1～　」　／　　」）　レ　ゾ　レ　4　＿　1
700　　　　　　　　　　　　　　　19うトう6　脚1瓶

　、渋　　　諏

　　　　　「一800　1　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　／

　　　　　　　7・腕　　　　・らノ〆一福－4／ニ
　　　　　　　ノ’　　　　　　　　　一　　　　　　　　　、　　　　　　、　　　　　　＼＿　　　　　　　ノーr　　　　　　　　　l

　　f／∫へ 套逃
　一＼　／900　　　　　　　　1

　ノ
　ク団b

　　　　－1㈱ぐ＼，瀟六5ハ（

　　　　疹ヨ芸§…
　　　　／　　　＿
　　　　／　　　　　r　　　づ。c
ll　　　　　／亥一

く　　＜

」

て　　　r

（　　r1㎞1

～ 「

「　　　／’

700

　　ミ・＼“「

・1醸迦1
　　轄　　　ぐ・ぐ＼ミ
　　　　’＼＼
　　　　　＼　　　」

O
1ハ

O 1！3
o

112
o

111
ρ

第3図
11．断面図について

　第3図を見ると700mbの気温は2日0時に最低一19
。Cを示し，2日12時より早くも急昇している．700mb

面高度もこれと全く平行的に変化し2日12時より急昇し

ている．これで見ても晴れ出した2日12時から地上天気

図は変らなくても気圧場が既に変化し始めて居たことが

わかる．断面図を見るに上層の谷や寒冷前線は何れも余

り明瞭なものでなかったことが判る．風を見ると28日か

ら2日0時迄は西であり，2日12時に北に変り，4日0
時に南に変っている．この北風の間晴れていたことがわ

かる．

　　　　　　　　　　結　　語

　1・　上層風が西寄りの間は山では吹雪が続いた．この

間地上等圧線は北西より南東に走っていた．

　2・上層風が北に変っている間だけ24時間位晴れてい

た．上層風が北に変った時地上等圧線はまだ北より南に

走り，これより約30時間位後に閉ぢた移動高となった．

　3・　上層風が南西に変って雪となった．これは台湾坊

主に依るものである．この時温暖前線性の著しい波状層

28
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積雲が押寄せた．

　4・台湾坊主がニツ玉となり，その中間で一時晴れ
た．

　5・学習院と專大の遭難は季節風の最強の時に起つて

いる．

　6・，奥又二重遭難と鋸岳及前穂北尾根の遭難は強い台

湾坊主と関連している．

　終りにこの山行中筆者に特別の援助を与えられた芳野

広弥リーダーならびに会員各位に感謝したい．叉期間中

に遭難された10名の方々の冥福を祈りたい．

　　　　　　　　　　引用交献

〔1〕　鹿島槍登頂（1）～（4）：漢流20～23（1955～56）

〔2〕鹿島槍登頂（1）～（5）：山と高原255～259（19

　　　58）

　　　　　　　　　　　　　　　（1957．8．22）
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